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ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
う
え
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
事
業
実
施
に
当
た

り
、
会
員
の
皆
様
と
伴
に
本
協
議
会
発

展
さ
れ
ま
す
よ
う
、
願
い
を
込
め
ご
あ
い

さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
四
日
の
総

会
に
お
い
て
、
報
告
事
項
を
承
認
い
た
だ

き
、
決
議
事
項
は
新
年
度
の
事
業
計
画
、

収
支
予
算
等
を
審
議
い
た
だ
き
、
賛
成

多
数
で
ご
承
認
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
協
議
会
は
県
内
六
支
部
が
一
体
と

な
っ
た
運
営
に
向
け
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
県
内
各

支
部
か
ら
発
信
さ
れ
ま
す
研
修
会
等
の
最

新
情
報
を
取
得
さ
れ
、
積
極
的
に
研
鑽
さ

れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
へ
の
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

我
々
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
今
後

の
指
導
現
場
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
向
上
に
精
進
努

力
し
た
い
も
の
で
す
。

公
認
の
有
資
格
者
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

等
の
指
導
者
は
、
次
元
の
高
い
よ
り
良

い
指
導
者
と
し
て
指
導
方
法
を
研
鑽
さ

れ
、
理
想
の
指
導
者
へ
の
道
を
歩
ま
れ

ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会 

会
長

　

照 

沼 

一 

美

こ
の
た
び
、
私
こ
と
、
照
沼
一
美
は
名

誉
あ
る
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
ト
ー
ル
賞

を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学

菲
才
の
者
ゆ
え
、
誠
に
恐
縮
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
県
体
育
協
会
よ
り
ご
推
薦
頂

い
た
も
の
が
運
も
よ
ろ
し
く
選
考
委
員
会

に
認
め
ら
れ
受
賞
と
相
成
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
（
公
財
）
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
、（
公
財
）
日
本
体
育
協
会
、

（
公
財
）
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
競
技
ス

ポ
ー
ツ
お
よ
び
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て

選
手
の
強
化
・
育
成
並
び
に
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
振
興
に
貢
献
し
た
指
導
者

を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
一
九
九
〇

年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
式
は
平
成
二
十
八
年
四
月

二
十
二
日
東
京
・
品
川
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
時
受
賞
者
に
は
佐
々
木
則
夫
な

で
し
こ
監
督
・
新
体
操
の
山
崎
浩
子
氏
等

を
含
め
十
三
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
茨
城
県
内
の
有
資
格
者
並

び
に
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
さ
れ
て
お
ら
れ
る

関
係
者
の
皆
様
の
、
先
駆
者
と
し
て
の
役

目
が
出
来
ま
す
こ
と
を
念
頭
に
、
高
名
な

賞
を
拝
受
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
わ
り
に
県
体
育
協
会
の
ご
推
薦
に

感
謝
を
申
し
上
げ
、
ま
た
応
援
い
た
だ

き
ま
し
た
先
人
の
方
々
や
、
ご
同
輩
の

皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
受
賞
の
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
公
財
）
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

で
は
、（
公
財
）
日
本
体
育
協
会
（
公
財
）

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
共
催
で

一
九
九
〇
年
度
よ
り
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
メ

ン
ト
ー
ル
賞
を
制
定
さ
れ
て
、
こ
の
賞

は
我
が
国
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
地

域
ス
ポ
ー
ツ
に
於
い
て
、
選
手
の
強
化
・

育
成
な
ら
び
に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

振
興
に
貢
献
し
た
指
導
者
を
顕
彰
す
る

と
と
も
に
優
秀
な
指
導
者
の
育
成
を
目

的
に
制
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
賞
の
目
的
お
よ
び
選
考
基
準
は

過
去
継
続
し
て
我
が
国
に
お
け
る
優
秀

選
手
の
育
成
に
努
め
た
指
導
者
お
よ
び

そ
の
周
辺
の
指
導
者
、
な
ら
び
に
長
年
に

わ
た
り
継
続
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
力
し
た
指
導
者
の
顕
彰
す
る
今
回

の
二
〇
一
五
年
度
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン

ト
ー
ル
賞
に
本
協
議
会
照
沼
会
長
が
、（
公

財
）
茨
城
県
体
育
協
会
の
推
薦
を
得
て
、

（
公
財
）
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
竹
田

会
長
・
橋
本
常
任
理
事
・
尾
崎
理
事
・（
公
財
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
組
織
委
員
会
上
治
参
与
・（
公
財
）

日
本
体
育
協
会
監
物
副
会
長
・
岡
崎
副
会

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　

　

指
導
者
協
議
会
会
長

照　
沼　
一　
美

ご
あ
い
さ
つ

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　

　

指
導
者
協
議
会
事
務
局
長

鈴　
木　
義　
夫

二
〇
一
五
年
度
ミ
ズ
ノ

ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
ト
ー
ル
賞
を

照
沼
会
長
よ
り
寄
付

「
二
〇
一
五
年
度
ミ
ズ
ノ

ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
ト
ー
ル
賞
」

受
賞
の
報
告

2016 年 4月 22 日　於　グランドプリンスホテル新高輪
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長
・
大
野
常
任
理
事
の
７
名
に
よ
る
選
考

委
員
会
で
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
ト
ー
ル

賞
を
選
考
さ
れ
た
13
名
に
本
協
議
会
照
沼

会
長
も
受
賞
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
ト
ー
ル
賞
は
主

催
者
の
（
公
財
）
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
か
ら
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
副
賞

50
万
円
を
本
協
議
会
照
沼
会
長
が
表
彰
式

で
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
本
協
議
会
照
沼
会
長
よ

り
副
賞
50
万
円
を
茨
城
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
発
展
を
心
か
ら
願
い
、
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
育
成
と
普
及
の
為
、（
公
財
）

茨
城
県
体
育
協
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た

事
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
文
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
一
部
を
引
用
い
た
し
ま
し
た
。

功
労
賞
の
受
賞
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
協
議
会
に
お
い
て
功
労
賞
を
賜
り
、

ご
推
薦
を
頂
き
ま
し
た
中
央
支
部
及
び
関

係
各
位
の
皆
様
に
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
に
あ

た
り
、
資
格
が
必
要
と
思
い
、
昭
和
六
十
二

年
に
日
本
テ
ニ
ス
協
会
公
認
指
導
員
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
年
に
日

本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
資
格

を
取
得
、
そ
の
後
、
指
導
に
必
要
と
思
わ
れ

る
資
格
を
得
、
昭
和
六
十
年
よ
り
茨
城
県
テ

ニ
ス
協
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会
、
指
導
委
員

会
に
所
属
し
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

沢
山
の
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
出
合
い
、
ま
た

研
修
会
、
講
習
会
等
に
参
加
し
、
諸
先
輩

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
楽
し
く
ジ
ュ
ニ
ア

と
接
し
て
お
り
ま
す
。
練
習
の
中
で
楽
し

さ
や
、
挨
拶
、
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
、
技
術
面

等
微
力
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
行
け

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
茨
城
国
民
体
育
大
会
そ

し
て
、
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
の
高
い

レ
ベ
ル
の
試
合
を
観
戦
し
て
、
現
在
世
界

で
活
躍
し
て
い
る
錦
織
圭
プ
ロ
を
目
指
し

て
、夢
に
向
っ
て
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
で
す
。

諸
先
輩
の
ご
指
導
を
賜
り
、
テ
ニ
ス
の

普
及
に
つ
と
め
、
微
力
な
が
ら
こ
れ
か
ら

も
ジ
ュ
ニ
ア
に
関
わ
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

功
労
賞
を
受
賞
し
て

こ
の
度
、
茨
城
県
指
導
者
協
議
会
よ

り
功
労
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に

県
の
役
員
の
方
は
勿
論
の
事
、
中
央
支
部

の
役
員
を
始
め
、
会
員
皆
様
方
の
ご
助
力

に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

省
み
ま
す
と
私
は
昭
和
三
十
八
年
よ
り
、

空
手
道
を
始
め
昭
和
六
十
一
年
に
Ｃ
級
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
、
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
中
央
支

部
の
方
々
に
は
多
大
な
る
ご
厚
情
、
ご
協

力
を
戴
き
な
が
ら
何
の
貢
献
も
出
来
ず

賞
の
推
薦
を
し
て
戴
き
大
変
恐
縮
致
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
古
稀
半
ば
と

な
り
ま
し
た
が
「
烈
士
の
暮
年
壮
心
己
ま

ず
」
の
気
概
を
も
っ
て
子
供
達
と
稽
古
、

指
導
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

共
諸
先
生
方
の
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
て

御
礼
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

感
謝
状
の
受
賞
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
総
会
の
席
に
お
い
て
本
会
長
の
、

照
沼
会
長
殿
よ
り
、
感
謝
状
の
表
彰
を

賜
り
ま
し
て
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
資
格
に
つ
い
て

は
、
当
時
、
昭
和
50
年
代
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
Ｃ
級
指
導
員
の
資
格
で
取
得
致
し
ま

し
た
。
資
格
取
得
に
は
、
１
４
０
時
間
位

の
講
習
を
受
け
る
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

有
り
ま
し
た
が
現
会
長
で
有
る
、
照
沼
会

長
・
多
数
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
倶
楽
部
の

方
々
と
毎
週
土
日
に
水
戸
の
武
道
館
・
笠

松
運
動
公
園
等
に
通
い
受
講
致
し
ま
し
た
。

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
登
録
証
の
カ
ー
ド

が
、
届
い
た
時
は
、
達
成
感
で
一
杯
に
成

り
ま
し
た
。
昭
和
50
年
代
は
、
ス
ポ
ー
ツ

特
に
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
等
が
盛
ん
で
、
私

が
勤
め
て
い
た
会
社
で
も
、
男
子
・
女
子
・

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
倶
楽
部
を
作

り
そ
の
指
導
・
運
営
等
に
携
わ
り
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、下
妻
市
で
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
の
立
上
げ
に
協
力
し
て
、
当

時
で
県
西
地
区
関
係
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
24

チ
ー
ム
強
を
集
め
る
程
の
協
会
を
作
り
ま

し
た
。
但
し
、
現
在
で
は
日
本
体
育
協
会

か
ら
種
目
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
簡
単
に
入

る
為
の
試
作
と
し
て 

例
）〈
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
↓
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〉〈
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
↓
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
↓
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉〈
ゴ
ル
フ
↓
タ
ー
ゲ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
〉
に
細
分
化
さ
れ
た
為
逆
に
、
専

門
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
離
れ
て
行
く
様
に
、
思

わ
れ
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に
つ

い
て
も
同
様
、
大
会
回
数
が
減
っ
て
き
て

い
る
状
態
で
す
。
但
し
、
下
妻
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
小
中
高
の
協
力
ま

た
一
般
社
会
人
等
の
協
力
を
え
て
現
役
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
副
会
長
と
し
て
牽

引
、
協
会
発
展
の
為
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

又
、
昭
和
50
年
代
に
下
妻
市
よ
り
ス
ポ
ー

ツ
推
進
員
の
委
託
を
受
け
（
現
在
の
ス

ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
タ
ー
）
現
在
も
継
続
し
市

政
の
為
協
力
致
し
て
お
り
ま
す
。

下
妻
市
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

受
賞
者
あ
い
さ
つ

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

表
彰
（
功
労
賞
・
感
謝
状
）

　

那
珂
市木 

村 

邦 

子

　

常
陸
大
宮
市

髙 

村 

卓 

雄

　

下
妻
市角 

谷 

俊 

二
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下
妻
市
主
催
の
下
記
内
容
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
お
り
ま
す
。

① 
新
春
歩
け
歩
け
大
会
（
毎
年
１
月
３
日
）

参
加
者
６
０
０
名

　

※
歩
行
コ
ー
ス
の
立
哨
・
警
備
及
び
歩
行
指
導

② 

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
11
月
上
旬
）
参
加
者
３
０
０
名

　

※ 

歩
行
コ
ー
ス
の
立
哨
・
警
備
及
び
歩
行
指
導

③ 

第
28
回
砂
沼
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
毎
年
11
月

第
３
日
曜
日
開
催
）
参
加
者
１
５
０
０
名

　

※ 

ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
タ
ー
２
４
０
名
の

取
り
纏
め
を
会
長
と
と
も
に
対
応

　

※ 

歩
行
コ
ー
ス
の
立
哨
・
警
備
及
び

歩
行
指
導

④ 

市
内
10
地
区
に
有
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
行

事
へ
の
参
加
と
協
力

今
回
の
感
謝
状
受
賞
に
つ
い
て
は
、
取

り
留
め
な
い
文
章
に
て
列
記
致
し
ま
し
た

が
こ
の
様
な
内
容
が
、
評
価
さ
れ
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

総
会
に
先
立
ち
、
熊
本
地
震
に
対
す

る
黙
祷
を
捧
げ
、
県
総
会
で
照
沼
会
長

よ
り
「
マ
ス
コ
ミ
で
ス
ポ
ー
ツ
界
の
薬

物
・
賭
博
問
題
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
暴
力
根
絶
を
訴

え
て
お
り
、
日
体
協
で
も
平
成
二
十
六

年
か
ら
暴
力
に
関
す
る
罰
則
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
関
わ
ら
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
欲
し
い
」
と
指

導
が
あ
っ
た
事
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
に

ご
報
告
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
の
活

動
報
告
と
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
計

画
を
提
案
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
は
、

・ 

役
員
会
（
月
一
回
）
、
各
委
員
会
（
随

時
）
の
開
催

・
会
報
「
あ
み
〜
ご
」
の
発
行
（
年
二
回
）

・
近
隣
市
町
村
へ
の
運
営
協
力

日
立
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
給
水

女
性
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
へ
の
協
力

・
県
北
地
区
研
修
会
の
開
催

な
ど
を
中
心
と
し
た
活
動
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
地
区
研
修
会
を
最
大
の
目

標
に
位
置
付
け
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
研
修
会
に
な
る
よ

う
役
員
会
で
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
総
会
前
に
恒
例
と
な
っ
て
い
る
実

技
研
修
と
し
て
、
個
人
が
自
宅
で
実
践
す

る
際
の
参
考
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ス

テ
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
）
を
紹
介
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
楽
し
く
参
加
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
を
計

画
し
て
欲
し
い
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

県
北
支
部
は
、
今
年
結
成
三
十
年
を

迎
え
ま
す
。
役
員
一
同
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
振
り
返
り
、
登
録
指
導
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
活
動
と
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
活

動
を
微
力
な
が
ら
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
中
央
支
部
総
会
を

四
月
二
日
（
土
）、
ひ
た
ち
な
か
市
松

戸
体
育
館
に
於
い
て
開
催
し
て
、
新
年

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

六
月
四
日
（
土
）
に
恒
例
の
支
部
救

急
講
習
会
を
ひ
た
ち
な
か
市
西
消
防
署

の
御
協
力
で
、
受
講
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
講
師
が
レ
ス
リ
ン
グ
と
野
球
の
経

験
者
で
と
て
も
意
義
あ
る
内
容
で
し
た
。

心
に
残
る
言
葉
と
し
て
は
、
消
防
署
救

命
隊
員
は
三
人
一
チ
ー
ム
と
の
事
な
の
で

常
日
頃
よ
り
自
分
が
四
人
目
の
救
命
隊

員
に
な
る
べ
く
自
覚
を
持
ち
、
人
命
を

助
け
る
に
は
、
時
間
と
の
戦
い
で
あ
り
、

今
し
な
け
れ
ば
と
い
う
勇
気
を
持
て
!!

心
に
響
く
、
印
象
深
い
講
習
で
し
た
。

中
央
支
部
と
し
て
は
、
こ
の
事
業
は
続

け
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
確
信
致
し
ま
す
。

九
月
三
日
（
土
）
笠
松
運
動
公
園
多

目
的
室
で
今
年
度
の
（
公
財
）
日
本
体
育

協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
義
務
研
修

を
、中
央
支
部
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

支
部
講
習
会
と
し
て
長
年
継
続
し
て
、

勉
強
し
て
来
た
救
急
救
命
に
つ
い
て
、
資

料
の
提
供
と
意
識
の
伝
達
を
し
て
、
情
報

提
供
を
支
部
発
信
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
演
Ｉ
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
科
学
で
、
長

年
御
協
力
頂
い
て
い
る
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
師
の
藤
枝
昇
先
生
に
指
導
者
の
体
の
守

り
方
を
学
び
ま
す
。
藤
枝
先
生
は
全
盲
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
お
会
い
す
る

度
に
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
凄
さ
と
向
上
心

溢
れ
る
講
話
が
想
い
出
さ
れ
、
今
回
も
楽

し
み
で
す
。
講
演
Ⅱ
は
メ
デ
ィ
ア
で
見
聞

き
す
る
事
が
多
く
な
っ
て
い
る
気
が
す
る
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
事
項
に
付
随
し

て
、
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て

飯
島
寿
一
氏
の
講
話
を
頂
き
ま
す
。

私
達
指
導
者
は
、
自
分
の
競
技
の
、

外
の
競
技
の
障
が
い
者
に
目
を
向
け
て
、

意
識
を
高
め
る
べ
く
時
期
が
訪
れ
た
感

が
致
し
ま
す
の
で
、
学
び
ま
す
。

何
か
人
の
役
に
た
て
る
喜
び
を
、
実

感
出
来
れ
ば
幸
せ
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
五
月
八
日
水
戸
支
部

で
年
内
事
業
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
総
会
を

終
え
又
同
時
に
本
年
度
の
事
業
活
動
方

針
に
つ
い
て
検
討
し
役
員
の
役
割
目
標
な

ど
開
催
予
定
で
あ
り
ま
す
。
活
動
の
中
で

本
年
度
は
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修

会
「
全
県
研
修
」
を
水
戸
支
部
が
主
管
で
、

一
年
置
き
に
開
催
致
し
ま
す
。
期
日
八
月

七
日
（
日
）
会
場
は
茨
城
県
農
村
研
修
館

に
決
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
指
導
者
の
皆

様
方
に
は
積
極
的
に
こ
の
研
修
に
参
加
さ

れ
資
質
向
上
研
磨
さ
れ
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
有
意
義
に
役
立
さ
れ
ま
す
こ
と
を

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
現
在
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協

議
会
水
戸
支
部
の
会
員
数
は
一
四
八
名
で

あ
り
ま
す
。
水
戸
支
部
か
ら
の
研
修
及
び

総
会
文
の
案
内
文
書
の
件
で
す
が
指
導
者

支
部
だ
よ
り

支　

部　

長　

梅 

村 

恒 

雄

県
北
支
部

事　

務　

局　

野
々
村 

律 

子

中
央
支
部

支　

部　

長　
　

𠮷 

田 

広 

光

水
戸
支
部
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の
皆
様
方
に
案
内
文
書
が
届
き
ま
し
た
ら

お
手
数
で
も
返
信
さ
れ
ま
す
よ
う
一
人
で

も
多
く
の
指
導
者
の
仲
間
作
り
を
考
え
て

お
り
是
非
水
戸
支
部
よ
り
の
案
内
文
書
が

届
き
ま
し
た
ら
改
め
て
返
信
さ
れ
ま
す
よ

う
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
支
部
の
活
動
役

割
な
ど
責
務
を
要
し
水
戸
支
部
の
報
告
と

致
し
ま
す
。

鹿
行
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
行
事
と

し
て
2
年
に
1
回
、
有
資
格
者
義
務
講
習

開
催
の
お
手
伝
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
2
月
に
は
鹿
行
地
区
持
ち
回
り
で
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
潮
来
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
清
水
隆
一
コ
ー

チ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
主
任
コ
ー
チ

田
中
守
氏
に
よ
る
「
指
導
者
に
必
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
の
講
演
と
、

鉾
田
病
院
院
長
、
横
田
廣
夫
先
生
に
よ
る

「
中
高
年
齢
の
た
め
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
」
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
０
０
名
を
超
え
、
鹿
行

地
区
と
し
て
参
加
者
は
30
名
、
他
地
域

や
県
外
の
方
は
、
70
名
程
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
義
務
講
習
期
限
ギ
リ
ギ
リ
の
為

に
参
加
さ
れ
た
方
や
毎
回
近
く
な
の
で

参
加
さ
れ
る
方
等
い
ろ
い
ろ
な
状
況
の

な
か
で
参
加
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
有
資
格
者
方
の
為
に
準
備
や
お

手
伝
い
が
出
来
た
事
は
や
り
甲
斐
が
あ

り
、
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

元
々
ス
ポ
ー
ツ
有
資
格
者
と
し
て
、

新
た
な
情
報
を
自
分
に
取
り
入
れ
る
為

に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
の
で
出
来

れ
ば
２
年
に
1
回
で
な
く
、
毎
年
新
た

な
情
報
を
取
っ
て
頂
く
よ
う
な
方
が
増

え
現
役
の
ス
ポ
ー
ツ
者
に
伝
わ
っ
て
頂

け
れ
ば
い
い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
多
忙
な
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
為
に
、
年
度
末
最
後
の
認
定
講
習
会

の
準
備
・
開
催
の
お
手
伝
い
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
是
非
、
新
た
な
情
報
を
身

に
付
け
る
よ
う
に
講
習
会
へ
参
加
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
度
は
、
二
年
振
り
に
地
区
研
修

会
の
開
催
で
す
。
十
一
月
十
三
日
（
日
）

に
阿
見
町
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

開
催
い
た
し
ま
す
。
日
頃
会
員
の
皆
様

と
触
れ
合
う
機
会
が
有
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
研
修
会
で
皆
様
と
の
情
報
交
換
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

義
務
研
修
の
内
容
が
変
わ
り
、
講
義
Ⅰ

と
講
義
Ⅱ
だ
け
と
な
り
協
議
研
修
が
無
く

な
り
半
日
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
は
百

名
程
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ

以
上
の
参
加
者
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

県
南
支
部
の
組
織
も
、
か
な
り
弱
体
化

し
て
久
し
い
の
で
す
が
、
ど
な
た
に
、
お

願
い
す
れ
ば
良
い
の
か
と
四
苦
八
苦
し
て

い
ま
す
。
県
南
支
部
会
員
の
皆
様
に
ご
協

力
を
只
々
お
願
い
を
す
る
ば
か
り
で
す
。

話
題
を
変
え
て
、
茨
城
国
体
開
催
を
控

え
て
、
選
手
強
化
や
、
会
場
関
連
等
に
関

係
す
る
指
導
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労

も
多
い
事
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
で
は
、
選
手
団
の
応
援
活
動
の

一
環
と
し
て
、
今
年
か
ら
3
年
間
、
千
羽

鶴
を
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
供
達

に
折
紙
制
作
で
参
加
し
て
頂
く
事
に
な
り

ま
し
た
。
各
市
町
村
に
於
い
て
も
、
準
備

活
動
等
で
参
加
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と

推
察
い
た
し
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
す
。

一
部
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
研
修
会

運
営
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
致
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
後
日
ご
連
絡
致
し
ま

す
の
で
、
宜
し
く
ご
協
力
の
程
、
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県
西
支
部
、
平
成
28
年
度
支
部
総
会
を

３
年
続
け
て
筑
西
市
総
合
体
育
館
で
平
成

28
年
４
月
17
日
（
日
）、
午
前
10
時
よ
り

開
催
致
し
ま
し
た
。
支
部
会
員
１
６
５
名

（
前
年
度
よ
り
20
名
増
）
に
対
し
、
出
席

者
15
名
（
当
日
欠
席
４
名
）
欠
席
委
任
状

１
１
９
名
、
未
連
絡
31
名
で
し
た
。
平
成

27
年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
平
成

28
年
度
の
活
動
計
画
、
予
算
を
審
議
し
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
中
で
参
加
会
員

か
ら
茨
ス
ポ
指
導
協
県
西
支
部
の
会
員
が

各
々
各
地
区
（
各
市
町
村
）
で
何
を
行
っ

て
い
る
の
か
？
把
握
で
き
て
い
る
の
か
？

等
質
問
が
あ
り
、
現
状
、
把
握
で
き
て
い

な
い
旨
答
え
ま
し
た
。
事
務
局
と
し
て
各

会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
確
認
を
す

る
し
か
な
い
と
話
を
し
、
現
在
、
検
討
中

で
す
。
各
市
町
村
（
行
政
）
の
ス
ポ
ー
ツ

担
当
課
と
の
関
わ
り
も
考
え
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
但
し
個
人
情
報
の
問
題

も
出
て
く
る
）
昨
年
計
画
し
て
い
た
総
会

後
の
「
普
通
救
命
講
習
会
」
は
筑
西
消
防

署
の
都
合
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
。（
講
習

会
場
は
消
防
署
以
外
で
は
難
し
い
と
の
事
）

平
成
28
年
度
の
活
動
計
画
の
中
で
企
画
し

て
い
る
県
西
支
部
研
修
会
に
つ
い
て
は
７

月
24
日
に
予
定
し
て
い
た
が
参
議
院
選
挙

の
投
票
会
場
の
件
で
８
月
28
日
（
日
）
に

開
催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
会
報
が
到

着
す
る
ま
で
に
は
会
員
の
方
々
に
は
開
催

案
内
を
送
付
致
し
ま
す
。
昨
年
は
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
で
し
た
が
今

年
度
は
「
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」
を
実
施
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
方
々

の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。
又
、
こ
の
会
報

を
ご
覧
に
な
り
、
御
意
見
、
ご
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら

◆
〒
３
０
６

－

０
０
５
２

　

古
河
市
大
山
１
５
４
３

－

１
３

　

県
西
支
部
事
務
局　

近
藤
康
雄

◆
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
２
８
０

－

４
８

－

１
９
１
１

ま
で
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

副
支
部
長　

君
和
田 
治 
也

鹿
行
支
部

事
務
局
長　
　
近 

藤 

康 

雄

県
西
支
部

支　

部　

長　
　

櫻 

井 

孝 

之

県
南
支
部
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収入の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　考

1. 会 費 1,300,000 1,458,000 158,000 6000円×2名・5000円×4名・4000円×338名・3000円×15名・2000円×6名・1000円×17名
2. 助 成 金 200,000 200,000 0 公益財団法人茨城県体育協会（２７年度）
3. 繰 越 金 176,161 176,161 0 前年度繰越金（２６年度）
4. 雑 収 入 839 41,120 40,281 利息・返金・広告料・寄付金（総務・研修委員長）

合　　　計 1,677,000 1,875,281 198,281

支出の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　考

1. 会 議 費 191,000 210,889 19,889
総 会 32,000 31,906 △ 94 切手・事務品・飲み物・会場使用
常 任 理 事 会 11,000 5,498 △ 5,502 切手・事務品・飲み物・会場使用
理 事 会 25,000 31,758 6,758 切手・事務品・飲み物・会場使用
総 務 委 員 会 20,000 11,394 △ 8,606 切手・事務品・飲み物・会場使用・交通・手当
研 修 委 員 会 28,000 78,500 50,500 切手・事務品・飲み物・会場使用・交通・手当
広 報 委 員 会 75,000 51,833 △ 23,167 切手・事務品・飲み物・会場使用・交通・手当

2. 事 務 費 556,000 643,547 87,547
旅 費 150,000 216,500 66,500 会議交通（監査・総会・常任理事会・理事会）
役 務 費 50,000 50,000 0 会長・事務局長
消 耗 品 費 110,000 119,438 9,438 事務品・コピー紙・ラベル・インク・トナー他
食 料 費 16,000 4,038 △ 11,962 会計監査・事務局
印 刷 コ ピ ー 費 25,000 31,072 6,072 封筒印刷・コピー使用
通 信 費 170,000 171,850 1,850 切手・メール便
備 品 費 35,000 50,649 15,649 メモリー・ゴム印・朱肉・スタンプ台・ファックス他

3. 事 業 費 831,800 895,468 63,668
会 報 印 刷 費 225,000 211,672 △ 13,328 会報第 71 号・第 72 号印刷
会 報 発 送 費 196,800 206,060 9,260 会報第 71 号・第 72 号送料
研 修 費 40,000 45,476 5,476 研修会（全県・地区）用品等
派 遣 費 20,000 82,260 62,260 関東ブロック会議等
県 北 活 動 費 60,000 60,000 0
水 戸 活 動 費 60,000 60,000 0
中 央 活 動 費 90,000 90,000 0
鹿 行 活 動 費 50,000 50,000 0
県 南 活 動 費 30,000 30,000 0
県 西 活 動 費 60,000 60,000 0

4. 負 担 金 0 0 0 関東ブロックスポーツ指導者協議会
5. 雑 費 37,000 32,883 △ 4,117 手数料・賞状・額縁・その他
6. 予 備 費 61,200 0 △ 61,200

合　　　計 1,677,000 1,782,787 105,787

平成27年度 収支決算報告書　（平成27年 4 月 1 日～平成28年 3 月 31 日）

収入合計  1,875,281 円
支出合計  1,782,787 円
差引残金  92,494 円

※上記のとおりご報告いたします。
　なお、差引き残金は平成28年度収支予算書に繰越し致します。

収入合計  1,810,000 円
支出合計  1,810,000 円
差引残金  0 円

※上記のとおりご提案いたします。

収入の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　考

1. 会 費 1,480,000 1,300,000 180,000 4,000円×370名
2. 助 成 金 200,000 200,000 0 公益財団法人茨城県体育協会（28年度）
3. 繰 越 金 92,494 176,161 △ 84,667 前年度繰越金（27年度）
4. 雑 収 入 37,506 839 36,667 利息・返金・広告料・寄付金

合　　　計 1,810,0000 1,677,000 133,000

支出の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　考

1. 会 議 費 205,000 191,000 14,000
総 会 33,000 32,000 1,000
常 任 理 事 会 10,000 11,000 △ 1,000
理 事 会 32,000 25,000 7,000
総 務 委 員 会 20,000 20,000 0
研 修 委 員 会 60,000 28,000 32,000
広 報 委 員 会 50,000 75,000 △ 25,000

2. 事 務 費 622,000 556,000 66,000
旅 費 190,000 150,000 40,000
役 務 費 50,000 50,000 0
消 耗 品 費 110,000 110,000 0
食 料 費 12,000 16,000 △ 4,000
印 刷 コ ピ ー 費 50,000 25,000 25,000
通 信 費 170,000 170,000 0
備 品 費 40,000 35,000 5,000

3. 事 業 費 925,000 831,800 93,200
会 報 印 刷 費 215,000 225,000 △ 10,000 会報第 73 号・第 74 号印刷
会 報 発 送 費 210,000 196,800 13,200 会報第 73 号・第 74 号送料
研 修 費 40,000 40,000 0
派 遣 費 60,000 20,000 40,000
県 北 活 動 費 70,000 60,000 10,000
水 戸 活 動 費 60,000 60,000 0
中 央 活 動 費 90,000 90,000 0
鹿 行 活 動 費 50,000 50,000 0
県 南 活 動 費 60,000 30,000 30,000
県 西 活 動 費 70,000 60,000 10,000

4. 負 担 金 3,000 0 3,000 関東ブロックスポーツ指導者協議会
5. 雑 費 37,000 37,000 0
6. 予 備 費 18,000 61,200 △ 43,200

合　　　計 1,810,000 1,677,000 133,000

平成28年度 収支予算書（平成28年 4 月 1 日～平成29年 3 月31日）
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平成28年度 本協議会事業計画書

1．方　針
　 1） 地域住民のスポーツ活動のニーズに対応して、生

涯にわたるスポーツ活動への協力と支援を通じて
スポーツ指導者の社会的地位向上に努める。

　 2） 資格保有者相互の親睦と連携につとめ、指導者として資
質や指導力の向上を図り、スポーツ活動の推進に努める。

　 3） 公認スポーツ指導者の本協議会へ会員入会の促進を積極的に努める。
　 4） 地域総合型スポーツ活動への参画に努める。
2 ．目　標
　 1）本協議会の組織充実を図る。
　　①本協議会の体制充実を図る。
　　②支部組織の充実を図る。
　　③市町村および競技団体との連携協調に努める。
　　④有資格者の会員入会および会員更新の促進を推進する。
　 2） 研修会（全県及び地区）を開催して、資質と指導力の向上を図る。
　 3） 普及広報活動を充実させて、交流と情報交換を図る。
　 4） 公益財団法人茨城県体育協会および市町村体育協

会事業への協力体制を充実させる。
　 5）競技団体との連携強化を図る。
3 ．事　業
　 1）平成28年度公益財団法人茨城県体育協会事業協力
　　①平成 28 年度全県研修会（旧・中央研修会）
　　　⑴期　日　平成28年8月7日㈰　8時00分開会～12時15分閉会
　　　⑵会　場　 水戸市・茨城県農村研修館
　　　⑶参加料　 会員 1,000円　未会員 1,500円
　　　⑷参加定員　 160名先着締切り
　　　⑸主　管　 茨城県スポーツ指導者協議会・水戸支

部及び研修委員会
　　　⑹運営委員　 28名（水戸支部役員・研修委員会委員・本部役員）
　　②平成 28 年度県南地区研修会
　　　⑴期　日　平成28年11月13日㈰　10時00分開会～14時45分閉会
　　　⑵会　場　 阿見町・本郷ふれあいセンター
　　　⑶参加料　 会員 1,000円　未会員 1,500円
　　　⑷参加定員　 200名
　　　⑸主　管　 茨城県スポーツ指導者協議会・県南支部
　　　⑹運営委員　20名（県南支部役員・本部役員）
　　③平成 28 年度県北地区研修会
　　　⑴期　日　平成29年2月5日㈰　10時00分開会～14時45分閉会
　　　⑵会　場　 日立市・日立女性センター（らぽ～る）
　　　⑶参加料　 会員 1,000円　未会員 1,500円
　　　⑷参加定員　 120名
　　　⑸主　管　 茨城県スポーツ指導者協議会・県北支部
　　　⑹運営委員　20名（県北支部役員・本部役員）
　 2）平成 28 年度会報発行
　　①会報第 73 号発行
　　　⑴ページ数　10 ページ予定
　　　⑵発行月日　平成 28 年 7月下旬予定
　　　⑶発 行 先　6支部会員及び新規入会会員
　　　⑷発 行 数　1,400 部予定
　　②会報第 74 号発行
　　　⑴ページ数　10 ページ予定
　　　⑵発行月日　平成 29 年 3月中旬予定
　　　⑶発 行 先　6支部会員及び新規入会会員
　　　⑷発 行 数　1,400 部予定
　 3）平成 28 年度全国スポーツ指導者連絡会議

　　① 平成28年度第1回関東ブロックスポーツ指導者協議会研修懇親会（宿泊）
　　　⑴期　日　平成 28 年 6月 19 日㈰～ 20 日㈪
　　　⑵会　場　神奈川県・箱根湯本温泉『南風荘』
　　　⑶参加者　若干名（参加希望者）予定
　　② 平成28年度第2回関東ブロックスポーツ指導者協議会代表者会
　　　⑴期　日　平成 28 年 9月■日（■）予定
　　　⑵会　場　東京都・岸記念体育会館予定
　　　⑶出席者　 若干名予定
　　③  平成28年度第3回関東ブロックスポーツ指導者協議会代表者会
　　　⑴期　日　平成 28 年 12 月 9日㈮予定
　　　⑵会　場　東京都・岸記念体育会館予定
　　　⑶出席者　1名（茨城代表）予定
　　④  平成28年度全国スポーツ指導者連絡会議・幹事会及び全体会
　　　⑴期　日　平成 28 年 12 月 9日㈮予定
　　　⑵会　場　東京都・岸記念体育会館予定
　　　⑶出席者　1名（茨城代表）予定
　　⑤ 平成 28 年度公認スポーツ指導者全国研修会
　　　⑴期　日　平成 28 年 12 月 10 日㈯予定
　　　⑵会　場　東京都・TKPガーデンシティ品川
　　　⑶出席者　若干名（参加希望者）予定
　　⑥ 平成28年度公益財団法人日本体育協会公認スポーツ

指導者表彰の受賞者
　　　⑴期　日　平成 28 年 12 月 10 日㈯予定
　　　⑵会　場　東京都・TKPガーデンシティ品川予定
　　　⑶受賞者　3名（本協議会推薦）予定
4） 平成 28 年度公益財団法人日本体育協会公認スポー
ツ指導者表彰の支部推薦者

　　　⑴県北支部　平松光子様（順位三位）
　　　⑵水戸支部　推薦見送り
　　　⑶中央支部　高村卓雄様（順位一位）・木村邦子様（順位二位）
　　　⑷鹿行支部　推薦見送り
　　　⑸県南支部　次年度推薦予定
　　　⑹県西支部　推薦見送り
5） 平成28年度茨城県スポーツ指導者協議会表彰の受賞者
　　① 期　　日　平成 28 年 4月 24 ㈰
　　②会　　場　水戸市・内原中央公民館二階視聴覚室
　　③ 受 賞 者　功労賞 2名（支部推薦）
　　　　　　　　髙村卓雄様（中央支部） 木村邦子様（中央支部）
　　　　　　　　感謝状 3名（支部推薦）
　　　　　　　　笹本　弘様（水戸支部）　角谷俊二様（県西支部）
　　　　　　　　石塚君子様（県西支部）
6 ）平成 28 年度各種会議等の開催
　　① 総　会　平成 28 年 4月 24 日㈰
　　　会　場　水戸市・内原中央公民館二階視聴覚室
　　② 常任理事会　2回計画／年予定（平成28年 10月下旬・平成29年 2月中旬）
　　　会　場　水戸市・内原中央公民館二階会議室
　　③ 理事会　3回計画／年予定（平成28年4月中旬・平成28年11月中旬・平成29年3月中旬）
　　　会　場　水戸市・内原中央公民館二階円卓会議室
　　④ 専門委員会
　　　⑴総務委員会　 3回計画／年予定（平成28年10月下旬・平成28年11月中旬・平成29年3月中旬）
　　　　　　　　　　会　場　 水戸市・内原中央公民館二階会議室
　　　⑵研修委員会　 3回計画／年予定（平成28年5月下旬・平成28年7月中旬・平成28年8月下旬）
　　　　　　　　　　会　場　 水戸市・茨城県体育協会二階会議室
　　　⑶広報委員会　2回計画／年予定（平成28年6月・平成29年2月）
　　　　　　　　　　会　場　 水戸市・割烹備前
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水
戸
市　

青
柳　

薫
光

私
が
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

監
督
を
引
き
受
け
た
の
は
昭
和
54
年
で

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
私
自
身
町
内
の

お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
中

で
、
試
合
の
応
援
に
か
け
つ
け
た
マ
マ

さ
ん
達
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
始
め
、

そ
れ
が
チ
ー
ム
を
作
る
き
っ
か
け
と
な

り「
リ
リ
ー
ズ
」と
い
う
マ
マ
さ
ん
チ
ー

ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
技
術
は
さ
て
お
き
ル
ー
ル

の
勉
強
が
主
な
活
動
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
試
合
を
す
れ

ば
負
け
は
当
り
ま
え
。
そ
の
時
メ
ン

バ
ー
に
は
悔
し
い
気
持
ち
は
ゼ
ロ
。
負

け
て
当
然
と
い
っ
た
ム
ー
ド
が
流
れ
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
試
合
も
負

け
続
け
て
い
る
と
、選
手
の
心
に
は「
勝

ち
た
い
」
と
い
っ
た
気
持
ち
が
わ
い
て

く
る
の
は
必
然
で
す
。

そ
こ
で
、
勝
つ
た
め
に
は
今
選
手
一

人
ひ
と
り
に
何
が
必
要
か
、
さ
ら
に
は

対
戦
相
手
よ
り
一
点
多
く
取
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
さ
せ
練

習
を
続
け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
日
々
の

練
習
の
中
で
、
盗
塁
や
バ
ン
ト
で
ラ
ン

ナ
ー
を
一
つ
で
も
先
の
塁
へ
進
め
る
と

い
っ
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
生
ま
れ
、
指

示
し
た
こ
と
し
か
や
ら
な
か
っ
た
選
手

達
が
、
自
主
的
に
今
チ
ー
ム
の
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
練
習
や
試
合

を
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
三
年
に
は
茨
城
県

大
会
で
初
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ

れ
は
創
部
12
年
目
の
快
挙
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
時
は
選
手
全
員
が
私
達
で
も

や
れ
ば
出
来
る
と
大
泣
き
し
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
年
度
を

重
ね
大
会
名
称
も
マ
マ
さ
ん
か
ら
レ

デ
ィ
ー
ス
大
会
と
な
り
、
茨
城
県
代
表

と
し
て
全
国
大
会
9
回
、
関
東
大
会
10

回
の
出
場
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
平
成
18
年
度
に
新
潟
県

上
越
市
で
行
わ
れ
た
第
11
回
全
国
レ

デ
ィ
ー
ス
大
会
に
お
い
て
ベ
ス
ト
8
ま

で
勝
ち
進
ん
だ
こ
と
が
最
高
の
成
績
で

あ
り
思
い
出
で
す
。

そ
し
て
平
成
21
年
に
は
、
チ
ー
ム
創

部
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
、
そ

れ
ま
で
の
チ
ー
ム
成
績
と
個
人
成
績
さ

ら
に
は
選
手
全
員
の
コ
メ
ン
ト
と
顔
写

真
等
を
入
れ
た
78
ペ
ー
ジ
を
一
冊
に
ま

と
め
「
リ
リ
ー
ズ
30
周
年
の
思
い
出
」

と
し
て
発
刊
し
、
水
戸
市
内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
選
手
や
家
族
さ
ら
に
は
関

係
者
を
招
待
し
「
30
年
の
集
い
」
を
開

催
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
、
今
年
で
創
部
37
年
を
迎
え

10
代
か
ら
60
代
ま
で
の
30
名
の
選
手
が

当
初
の
チ
ー
ム
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
ま

す
「
美
容
と
健
康
」(

女
子
チ
ー
ム
だ

け
に
、
全
員
が
そ
れ
な
り
に
常
に
美
し

く
健
康
で
あ
り
た
い
と
願
い
続
け
る
こ

と)

を
今
で
も
継
続
し
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
長
き
に
わ
た
り

女
子
チ
ー
ム
と
し
て
継
続
で
き
た
事
の

ひ
と
つ
に
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
楽
し

む
」こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

守
備
や
打
撃
等
に
お
い
て
、
選
手
一
人

ひ
と
り
の
出
来
る
出
来
な
い
の
個
人
差

を
指
導
者
が
ど
う
と
ら
え
て
指
導
す
る

か
が
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
指
導
者
も

常
に
進
化
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
指
導
す
る
中
で
言
葉
を
含
め
暴
力

に
頼
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
通
り

こ
れ
か
ら
も
選
手
と
一
体
と
な
っ
て
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
大
い
に
楽
し
ん
で
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ

www.ibaraki-sports.or.jp/
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水戸市「リリーズ」チーム
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私
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
の
は

二
十
三
才
で
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
で

す
が
、
早
い
も
の
で
三
十
五
年
が
経
ち

ま
し
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
茨
城
町
に
は
、
当

時
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
在
る
学
校

も
無
く
、
当
然
で
す
が
町
の
ク
ラ
ブ
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
最
初
は
、

自
分
達
で
町
の
体
育
館
を
お
借
り
し
て

ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
も
分
ら
ず
に
、
た

だ
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り
羽
根
を
打
つ
こ
と

だ
け
の
練
習
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
仕
事
の
関
係
で
全
国
青

年
大
会
東
茨
城
郡
予
選
会
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
試
合
を
見
学
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

わ
が
茨
城
町
チ
ー
ム
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
経
験
の
無
い
青
年
団
か
ら
選
手
を

出
し
て
お
り
、
相
手
チ
ー
ム
は
、
高
校

生
時
代
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
経
験

者
で
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
試
合

は
一
方
的
な
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
動
き
の

速
さ
、
そ
し
て
技
術
力
の
凄
さ
を
目
の

あ
た
り
に
し
て
愕
然
と
し
た
と
き
の
こ
と

を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

偶
然
で
す
が
、
大
学
時
代
に
イ
ン
カ

レ
一
部
に
於
い
て
選
手
と
し
て
活
躍
し

た
同
級
生
に
出
会
い
基
礎
か
ら
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
教
え
て
も
ら
い
、
ま
た
、
同

級
生
の
試
合
も
応
援
に
行
く
な
ど
し
て

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
試
合
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
日
本
体
育
協
会
の
行
っ
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会
を
受
講

し
て
か
ら
、
先
輩
の
指
導
者
と
一
緒
に

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
初
心
者
教

室
の
実
技
指
導
や
教
室
終
了
後
の
ク
ラ

ブ
作
り
や
運
営
な
ど
を
お
手
伝
い
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
青
年
大
会
の
監
督
と
し

て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
ス
ポ
ー
ツ
宝
く
じ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ

の
収
益
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
地
元
の

「
ひ
ぬ
ま
ス
ポ
ー
ツ
コ
ム
」
主
催
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
週
一
回
で

は
あ
り
ま
す
が
、
初
心
者
を
中
心
に
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
教
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
今
年
で
二
十
年
を
過
ぎ
ま
す
が
、
毎

週
石
岡
市
の
八
郷
ク
ラ
ブ
で
試
合
を
中

心
に
楽
し
く
練
習
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

そ
し
て
、
年
齢
と
共
に
落
ち
て
来
る

筋
力
と
体
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
時

折
、
千
波
湖
畔
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い

ま
す
。

私
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
じ
て
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
奥
の
深
さ
と
厳
し
い

練
習
の
成
果
を
実
感
し
な
が
ら
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
お
陰
で
健
康
だ
け
で
な
く
、
沢
山
の

方
々
と
出
合
い
多
く
の
友
達
が
出
来
た

こ
と
は
、
自
分
の
大
き
な
財
産
と
な
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
社
会
で
は
、
当
時
と
状
況
が
変

り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
数
も
少
な
く
な

り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
方
々
が
減
少

し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
社
会
人
に
な
る
と
生
活
の
中

で
仕
事
が
メ
イ
ン
と
な
り
ス
ポ
ー
ツ
に
掛

け
る
時
間
が
無
く
な
っ
て
来
る
の
は
当

り
前
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
昔
と
あ
ま
り
変
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
健
康
の
た
め
に
身
体
を
動

か
し
た
い
と
言
う
方
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
や
千
波
湖
に
来
て
い
る
方
々
を
見
て

も
沢
山
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

茨
城
町上

野　

広
之

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
思
う

総会風景 表彰受賞者

表彰風景
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県
北
支
部　

支
部
長　

梅
村
恒
雄

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
県

北
支
部
顧
問
鈴
浦
康
二
氏(

旧
姓
野
内

康
二)

元
茨
城
県
指
導
者
協
議
会
副
会

長
が
医
師
の
治
療
も
虚
し
く
六
月
二
十

日
、
享
年
七
十
七
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。本

年
、
成
立
三
十
周
年
を
迎
え
る
当

県
北
支
部
に
と
っ
て
、
氏
を
失
う
と
い

う
大
き
な
悲
し
み
に
直
面
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
ご
遺
志
継
承
、
悲
し
み

を
乗
り
越
え
て
役
員
一
同
協
力
し
て
難

局
を
乗
り
切
る
所
存
で
す
。

氏
は
、
常
陸
太
田
市
に
生
ま
れ
、
茨

城
県
立
常
陸
太
田
第
一
高
等
学
校
時
代

は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
で
数
々
の
大

会
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
社

会
人
に
な
っ
て
日
立
製
作
所
国
分
工
場

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
選
手
と
し
て
輝

か
し
い
戦
績
も
残
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
常
陸
太
田
市
に
お
い
て
は
体
育

指
導
員
委
員(

現
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員)

や
市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
を
は
じ
め
数
々

の
要
職
を
歴
任
し
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

普
及
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。

平
成
十
三
年
に
は
、
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
協
議
会
県
北
支
部
の
支
部
長

に
就
任
さ
れ
、
会
員
の
活
動
強
化
、
体

力
向
上
、
管
理
の
強
化
な
ど
直
面
す
る

課
題
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

病
に
倒
れ
ら
れ
、
さ
ぞ
無
念
で
あ
っ
た

と
推
察
い
た
し
ま
す
。

六
月
二
十
三
日
の
葬
儀
に
は
、
多
く

の
方
々
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
前
の
公
私
に
亘
る
人
脈
の
広
さ

に
敬
服
し
た
次
第
で
す
。

顧
問
の
ス
ポ
ー
ツ
に
掛
け
た
思
い
を

胸
に
、
生
前
の
ご
恩
に
深
く
感
謝
を
捧

げ
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

http://www.ibaraki-sports.or.jp/

広
報
委
員
会

広
報
委
員
長

岡　

野　

秀　

一　

広
報
副
委
員
長

　

柏
葉　

光
子（
中
央
支
部
）

広
報
委
員

　

佐
藤　

マ
ツ（
県
北
支
部
）

　

舛
井　

幸
子（
水
戸
支
部
）

　

君
和
田
治
也（
鹿
行
支
部
）

　

櫻
井　

孝
之（
県
南
支
部
）

　

石
塚　

君
子（
県
西
支
部
）

編
集
後
記

　

第
七
十
三
号
会
報
発
行

に
当
た
り
皆
様
に
原
稿
を

賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
会

報
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
寄
せ
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

次
回
の
会
報
第
七
十
四
号
発
行
は

平
成
二
十
九
年
三
月（
予
定
）

お 知 ら せ
住所変更及び改姓した場合必
ず変更届を連絡して下さい。

【連絡先】　〒306‒0204
茨城県スポーツ指導者協議会
事務局　古河市下大野1463‒4

　　鈴　木　義　夫
TEL 0280－92－4555
FAX 0280－92－4555

鈴
浦
康
二
（
旧
姓
野
内
康
二
）

顧
問
の
ご
逝
去
を
悼
む

研修会風景

研修会役員活動

会
員
入
会
協
力
へ
の

お
ね
が
い

会
員
の
皆
様
、
有
資
格
者
の
お

仲
間
に
、
会
員
入
会
を
お
勧
め
い
た

だ
け
る
様
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。


